
競技運営の補助
参加者への案内・誘導・招集
歩行者や近隣の方への案内・誘導
会場管理
緊急時その他の対応

ＭＩＳＳＩＯＮ
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スタッフマニュアル
ボランティアメンバー ～コース沿道～

メンバーメンバーメンバーメンバー

リーダー 区職員

エリア長【運営体制】

区職員

交差点区

スタッフ専用ページ ※取扱注意願います。
https://www.shinjukucity-halfmarathon.jp/volunteer-info/17338/

スタッフ活動後アンケート（大会当日から回答可）
https://www.shinjukucity-halfmarathon.jp/volunteer-info/15255/

【資料】

【Basic policy】

①「安全第一」 周囲の安全はもちろん、ご自身の安全を守りましょう。
②「自覚をもって」 私たちは観客ではなく、スタッフです。
③「謙虚に」 ランナーに、一緒に活動しているスタッフに、そして交通規制にご協力

いただいている地域の方々に、謙虚な気持ちで接しましょう。
④「無理をしない」 体調がすぐれない場合など、休む勇気、欠席する勇気を忘れずに。
⑤「冷静に」 慌てず、落ち着いて、よく周りを見ながら。必ず近くに仲間がいます。

【第2３回大会の特徴】

①ハーフマラソンと１０ｋｍは第２２回から変更なし。３ｋｍはコース変更あり。
②２ｋｍ・１ｋｍ・ファミリーランはコースを変更し、国立競技場外の道路からスタート。
③ファンラン１ｋｍを廃止し、新種目「ファンラン５ｋｍ・ファンランリレー」を設置。
④弁当は国立競技場で活動する全スタッフに支給。コース沿道はＡブロック全区とＢ-１～4区に支給。
⑤ボランティアウェアはリユースする。ボランティアにお持ち帰りいただき、来年度も使ってもらう。
⑥ボランティアへの参加記念品はオリジナル手ぬぐい。 ※当日お渡し

スタッフウェア以外の服装指定はありません。帽子やマフラーなどでグループアピールも可能です。
スタッフウェアと共にお渡しするネームシールを、コミュニケーションツールとして活用していただきます。

【スタッフ注意事項】

①スタッフウェアは、休憩時には脱いでください。※移動中や小休止等は着用可能です。
②リュックはスタッフウェアの上に背負って良いです。
③雨具はスタッフウェアの下に着用するように伝えてください。傘は禁止です。
④活動の様子を撮影し、広報に使用する場合があります。
⑤個人撮影は活動の妨げにならない範囲で可能です。
⑥大会は雨天決行です。
 積雪等で大会中止の場合は、当日5:00までに大会ウェブサイトにて周知します。
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12月 活動内容の
確認

□12/11以降にメールで送付した当日の活動内容を確認
 種別、ブロック、区間名、役割、集合時間、集合場所、終了予定時間、
 弁当の有無

1月 説明会参加 □1/9・1/10説明会参加（希望者のみ、初めてボランティア活動する方向け）
※スタッフウェアの受け取り含む

大会
当日

集合・確認 □集合前にトイレを済ませる
□集合時間厳守
□集合場所に到着次第、スタッフウェア着用。忘れた場合参加できません。
□エリア長・リーダーの出欠確認を受け、活動内容(配置・休憩・注意事項）を
 説明を受ける。
□最寄りのＡＥＤの位置、収容関門、給水、トイレの場所・距離を確認

運営 □エリア長、リーダーの指示に沿って活動
□弁当は一日活動する方に配布（Ａブロック全区とＢ-１～4区）

事故・トラブ
ル対応

□傷病者の発生、重大なトラブルやクレームはエリア長が主として対応する
 ので、その間、リーダー・区職員の指示で運営を補助する。
□傷病発生次第、最寄りのＡＥＤを呼ぶ、119番通報、エリア長・リーダー・
 区職員へ報告。
□トラブル等の発生時は、周辺スタッフと協力し周囲の安全を確保して、
 二次被害を防ぐ。
□必要により救護対応の補助をお願いする場合がある。

競技終了後
ランナーの最
後尾が走り終
わったら

□活動エリアを原状復帰し、ゴミは集合場所に持ちかえる
□リーダーの出欠確認に必ず応答する
□参加記念品を受け取る
□スタッフウェアはお持ち帰りいただき、次回以降活動時には再利用する。

終了後 事後処理 □アンケート回答（ウェブフォーム）の協力。

スケジュール ～コース沿道・交差点～

ボランティアメンバー説明会 ＜新宿文化センター小ホール＞※初めてボランティア活動をする方向け
※1回1時間程度、スタッフウェア配付込み
コース沿道活動者向け
1月9日(金)20:00～、1月10日(土)9：30～／13:30～／(救護ボランティア向け）15:30～
国立競技場活動者向け
1月9日(金)18:30～、1月10日(土)11:00～

ボランティアメンバーのスタッフウェア配付※郵送による受渡はありません。※持っていない方のみ。
1月9日(金)・10日(土) ボランティアメンバー説明会時に、会場にて配布
1月11日(日)～23日(金) 新宿コズミックセンター 1階事務所

9:00～20:00 13日(火)を除く平日
9:00～17:00 13日(火)と土日祝日

1月24日(土) 14:00～15:30 国立競技場Ｄゲートで配布



スタッフマニュアル
コース沿道・交差点

コース沿道の運営
交差点の運営
歩道橋・地下道の運営
沿道上運休するバス停の対応
AEDを所持･救護対応
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スタッフウェア
沿道ボランティアは、紫色ウェア
給水ボランティアは、紫色ウェア＋白色「給水」ビブス

新宿区職員 (交差点等担当)は、
青色スタッフウェア

①トイレは済ませて集合お願いします。
②リーダーやエリア長が出席確認を行います。
③一般の歩行者などの迷惑にならないように集合しましょう。
④活動の基本事項・交通規制時間・歩行者等のう回案内先など、
 共有事項を確認しましょう。

各活動場所に移動・配置
ボランティアリーダーやエリア長、
競技審判員が指示いたします。

①周囲のスタッフと顔合わせ、コミュニケーション。
②使用する道具や資材を確認してください。
③道具や資材を協力し合って移動しましょう。
④活動場所の周囲の状況を改めて確認してください。
※コース上のガードレールにコーステープを準備してください。

大会当日のスタッフの動き

さあ出発だ！
①体調は問題ないですか？
②スタッフウェアを忘れずに。
③集合場所・集合時間を間違えないように。

交通規制開始に備えてください。

遅刻しないように
注意願います。

集合・顔合わせ
リーダー・区職員・・・ 交通規制開始45分前
メンバー・・・ 交通規制開始３０分前
救護スタッフ・・・ 7:00国立競技場内集合

集合・顔合わせ



【交差点スタッフ】
車道上流の起点交差点にて、警備員・
エリア長・区職員が協力して交通規制
を開始します。

①警察官が従事している地点は、
 警察官確認の後、作業開始してください。
②交通規制完了後、車道下流スタッフへ、
 情報を発信し、コース設営開始の合図を送ります。

【コース管理】

①3人1組でコースを設営します。
②車の流れに対して上流から設営します。
③横断歩道用のコーステープを
すぐに張れるように準備します。

【歩行者対応・横断対応】

①横断歩道が複数ある交差点は、
 1カ所を残してコーステープで横断制限します。
②残した1か所で歩行者等横断を誘導します。

【コース管理】
①横断禁止及びコースの安全管理
②歩行者は地下道や歩道橋にう回誘導、
または横断可能な時間まで待っていただきます。

大会当日のスタッフの動き（コース沿道）

◆ランパス
ランナー走路を操作し、
歩行者横断を行う。
◆ランナーストップ
ランナーを一時停止させ、
歩行者等横断を行う。
◆横断可能な横断歩道
ランナーの切れ目で対応する。

①ランナーのスピードが落ち着いてきた
時間帯以降対応します。
②競技審判員またはエリア長の指示のもと、
複数のスタッフで行います。
③緊急横断対応の場合、他のスタッフや警備員の
応援を要請し、ランナー一時停止等を行い、
横断対応します。

信号機調整が必要な箇所は、
警察が段階的に調整を開始します。

歩行者信号が滅灯している交差点は
スタッフが誘導します。

救急車両や特別な車両（医師等）の
横断対応も同様に対応します。

車道上での作業は交通規制以降
作業を開始します。

交通規制開始までは、歩道上で、
他の歩行者の妨げにならないよう
注意しながら準備作業します。

交通規制開始

先頭ランナー到達約5分前
※歩行者横断禁止時間

競技実施中
歩行者横断に対応する場合

ランナーや車が走っていなくても
歩行者信号が赤の場合横断できません。



大会当日のスタッフの動き（コース沿道）

【コース管理】

①3人1組でコースを撤去します。
②車の流れに対して下流から撤去します。
③コーステープを撤去します。
④ゴミなども丁寧に回収します。

【歩行者対応・横断対応】

①横断歩道が複数ある交差点は、
1カ所を残してコーステープで
横断制限を継続してください。
②残した1か所で歩行者等横断を
速やかに再開します。

歩行者信号が滅灯している交差点は
信号機再開までスタッフが誘導します。

【給水所】

①資材を歩道または路肩に速やかに寄せます。
②車両等に注意しながら、
路肩で撤収作業します。

【交差点スタッフ】
警備員・エリア長・区職員が協力して
交通規制を解除します。

①コース上の撤収状況を確認してから解除します。
②警察官が従事している地点は、
 警察官確認の後、解除作業を開始してください。
②警備員は下流の交差点の解除を確認してから
 解除してください。
③コース上の下流の規制解除を確認してから、
 脇道からの浸み出し規制を解除します。

信号調整を行ったか所は
警察が順次信号機を再開します。

◆緊急時対応
①周囲のスタッフと連携し、最寄りの救護班または担当エリア長を
 直接呼びに行ってください。
②応急救護活動等を協力して行う。救急搬送は、エリア長または新宿区職員が同乗します。
③救護班またはエリア長はIP無線を使用して第1報を発信し、
 必要に応じて応援を要請します。

◆ランナーの棄権対応
歩道に上がっていただき、近くの競技審判員に引き継ぎます。
Bブロック四谷四丁目付近及びC～Fブロックの途中棄権ランナーは、
収容バスで国立競技場へ戻っていただきます。
◆落とし物対応
収容バス等で国立競技場に移動し、
国立競技場「千駄ヶ谷チケットボックス」に集約します。
◆迷子対応 ※Aブロックは小学生以下が参加する種目があります。
①ファミリーラン等、途中ではぐれた場合は、フィニッシュまで誘導し、
保護者と会えるまでスタッフが帯同します。
②フィニッシュ後、保護者と会えない場合は、
国立競技場の「外苑チケットボックス」または「千駄ヶ谷チケットボックス」に誘導し、
チケットボックスエリア長が保護者へ個別連絡します。

ランナー最後尾の後ろを走る
「最後尾」自転車を確認後

交通規制解除

ランナーや車が走っていなくても
歩行者信号赤の場合は横断できません。



1 コース設営・準備

（１）担当エリアや周辺の状況・確認および仮設物等の設置確認
①交通規制内容、道路事情等の変更がないか確認してください。
②交差点は、ランナーストップの有無や周辺歩道橋や地下道、
 う回経路などを改めて確認してください。

（２）仮設物やコースの準備
①仮設物や仮設看板の位置を確認し、掲示します。
歩行者やランナーの事故（転倒等）につながらないよう注意し、
適切に設置しましょう。
②コーンの設置・撤去は、
青コーン：ボランティア、赤コーン：警備が担当です。
ただし、全員が協力して行ってください。
③コース管理担当は、競技中または競技間に
コーン位置調整を行ってください。そのほかの沿道
区および交差点区についても、
必要に応じてコーン位置を調整します。
④コーステープで歩道と車道を区切る準備をします。

A型看板

・収容関門
・トイレ
・給水所

※歩行者やランナーの
支障ない位置に設置
※ウェイトで転倒防止

手持ち看板

・キロ表示
・周回周知
・コース分岐周知
・その他注意事項

※歩行者やランナーの
支障ない位置に提示

☆コーン設営 車の進行方向「上流」から設営
☆コーン撤去 車の進行方向「下流」から解除
※作業域の上流を車両規制し、

 警備員と連携しながら安全を確保する。 コーステープ
ガードレール等に結び付けても可

各作業マニュアル

各活動場所に撤収
①使用した道具や資材を忘れずに撤収してください。
②道具や資材の移動は協力し合って移動しましょう。
③周囲の状況や、他のメンバーの様子も、お互いに観察してください。

解散
ボランティアリーダーやエリア長
が指示します。

①活動中起きた事項は、
 情報をエリア長に集約してください。
②回収したゴミなどは、集合場所ごとにまとめて、
 回収車両に引き継ぎます。
③ボランティアリーダー及び救護班スタッフは、
メンバー解散後、報告事項確認を行います。

交通規制解除後

【コース管理】 【歩行者対応・横断対応】



（２）歩行者横断・車両対応
①交通規制中であっても、信号や道路交通標識を守ってください。
 また、ランナーが通過していない時間帯は歩行者横断や浸み出し車両のう回に対応してください。
②競技中や交通規制中であっても、緊急車両や関係者の通行を優先します。
 消防･警察･ガス･電気･医療従事者等、通行を希望する方(車)の内容をよく確認し、
 緊急対応に影響がないように十分注意してください。
③そのほか一般の通行は制限し、待機やう回を案内します。
 案内は「お待たせして申し訳ありません」の気持ちで対応してください。

2 競技中

◆コース沿道スタッフ基本姿勢
応援に熱中しすぎない
ランナーを気にしつつ、
歩行者の方向を常に見て、
安全を確保します。

※コース沿道スタッフは、歩道側を注視し、
歩道から走路へのはみ出し、飛び出しを、特に警戒します。
ただし、交差点や走路分岐等でのランナーへ声掛けが必要な場面もあります。
立ち位置や姿勢は臨機応変に対応してください。

◆よく聞かれる内容
・あと何分ぐらいで横断できるの？
・どこに行けば横断できるの？
・どっちに行けばう回できるの？
・●●に行きたいんだけど、、、
・先頭は、あとどのくらいで来るの？

◆よく聞かれる内容（ランナー）
・次の収容関門は？制限時間は？
・次のトイレは？
・次の給水は？
・・・あと何キロ？あと何分？

過去にトラブルに発展したスタッフの発言･行為
・「今通れないことくらい見ればわかるだろ。」
「見てわかんないの」・・・
・「分からないのでほかの人に聞いてください。」
「さあ、どうなんでしょうね。」・・・

・ポケットに手を入れて対応

◆ご案内
「申し訳ありませんが、、、」
・この先＊＊m先の歩道橋or地下道をご利用ください。
・★★交差点で、ランナー走行状況に
応じて横断できます。
・■■交差点から▲▲通り方向へう回願います。

（１）コース管理
①観覧者やペット等がコース上に飛び出すことのないよう、
 また応援フラッグ等がコースにはみ出したり、乗り出しての撮影等を監視・注意してください。
②撮影ボランティアや報道機関、撮影業者等、
 実行委員会が許可した撮影者も活動しています。ご協力願います。
③不審物や不審者にも十分注意し、必ず複数で対応し、
 不審物には手を触れないように注意してください。
④応援や競技に夢中にならず、歩道や周辺に常に注意を配ってください。

【コース管理】 【歩行者対応・横断対応】



3 対応別注意事項

（１）ランナーの途中棄権への対応
ハーフマラソンと１０ｋｍは収容関門と制限時間を、その他の種目は制限時間を設定しています。
①各収容関門の制限時間に合わせて、収容関門まで到達していないランナーは、途中棄権となるの
 で全員を歩道にあげます。
②競技審判員が棄権者のビブスナンバーを記録・集約し、記録情報審判員へ伝達します。
 ※ビブスを回収したり、切ったりすることは不要です。

③途中棄権者は、徒歩あるいは収容バスで国立競技場に戻ります。
 収容バスは国立競技場近くのバス停「霞ヶ丘」バス停に向かいます。
④スタッフは、収容関門あるいは収容バス停車位置まで歩道を案内します。
 スタッフは、バスまで案内し、バス同上は不要です。

  ⑤収容関門以外で歩道にあがっているランナーがいた場合、
 収容バスが停車する最寄りのバス停を案内してください。
  ⑥途中棄権者にも参加賞を渡します。
 ア) 受け取り場所は、「外苑チケットボックス」あるいは「千駄ヶ谷チケットボックス」です。

 イ) 霞ヶ丘バス停担当は、「外苑チケットボックス」まで途中棄権ランナーを案内してください。
※収容バスの運行予定表 ※バスには審判員・スタッフ等も乗ります。

アスリートビブス（ナンバーカードまたはゼッケン）
ナンバーはランナーごとに違います。
出場種目・名前・荷物置き場座席ブロックを記載

【コース管理】 【収容関門対応】

区分 収容関門 関門時間 距離 バス停車場所 1号車 2号車 3号車

交差点2 収容関門①四谷四丁目 9:0８ 4.0ｋｍ 四谷四丁目 バス停 9:15

C-6 収容関門②新宿二丁目 9:2８ 6.5ｋｍ 新宿三丁目 バス停 9:35

バス降車 霞ヶ丘 バス停 (明治公園横) 9:30 9:50

F-5 収容関門③神楽坂下 10:05 11.7km 神楽坂下 交差点先or手前 10:10 10:25

F-4 東京メディカルセンター前 バス停 10:30

D-7 収容関門④市谷八幡町 10:15 13.0km 市谷八幡町交番脇 10:20 10:30

D-5 13.8km 合羽坂下交差点手前 10:30 10:40

交差点4 14.1km 曙橋 バス停 10:32 10:42 10:45

C-9 15.0km 花園町 バス停 10:35 10:45 10:48

C-8 15.2km 新宿一丁目北 バス停 10:37 10:47 10:50

C-6 収容関門⑤新宿三丁目 10:30 15.6km 新宿三丁目 バス停 10:40 10:50 10:53

交差点2 収容関門⑥四谷四丁目 10:40 16.9km 四谷四丁目 バス停 － 10:55 10:58

A-13 収容関門⑦千駄ヶ谷門前 11:00 20.0km － － － －

A-1 収容関門⑧国立競技場P3口 11:00 20.7km － － － －

バス降車 霞ヶ丘 バス停 (明治公園横) 11:00 11:15 11:18

（２）運休するバス停の対応 【バス停対応】
都営バスの協力をいただき、コース上のバス停で、運休･う回･短縮運転をしています。
①バス利用者へは、「ご不便をおかけして申し訳ありません」の気持ちで、
 「マラソン大会実施のため休止しております」と対応してください。
②バス停休止時間は、交通規制時間より長めに設定しています。
 交通規制が解除されても、バスが停車しない場合があります。
③交通規制解除に先立ってバスが停車する場合もあります。
 その場合は右図のとおりコーン配置を調整して対応してください。
④バス停に案内掲示(右イメージ)があるので参考にしてください。
⑤収容バスが来たとき
 一部のバス停には収容バスが来ますので、周囲にいる棄権者に声掛けし、収容バスに乗せてください。
 収容バスは国立競技場近くの「霞ヶ丘」バス停に向かいます。
⑥霞ヶ丘バス停対応のスタッフは、途中棄権ランナーを「外苑チケットボックス」までご案内してください。
⑦路線バスが来たとき
 交通規制解除前に路線バスが来た場合は、コーンを移動させ、バス停に停車させてください。



4 交差点・歩行者等横断対応

（２）交差点でのご案内および留意事項
①交差点で横断しようとする方は、
 地下道や歩道橋などのう回経路を案内してください。
②車イスの方や足が不自由な方は、可能な限り介助し、
 横断歩道を利用していただきます。
③歩道橋等には、自転車やベビーカー等の横断対応として、
 「力作業スタッフ」を配置しています。・・・ヒトトヒト(株)に業務委託しています。
④横断可能になるまでの待機及び横断用として、
 一部交差点に車イスを配備しています。
 ・・・四谷四丁目・新宿五丁目東・富久町西・住吉町・市谷八幡町
※【歩行者対応・車いす対応】のスタッフと協力して対応。

過去に発生した事故
・無理に通行しようと飛び出した自転車がスタッフと接触
・無理に横断しようとした歩行者と自動車が接触
・コース脇の車道からコースに入ってきた自転車とランナーが接触
・一斉に横断しようと飛び出した歩行者同士が接触
・歩行者を避けようとしたランナー同士が接触
・ヘッドホンを付けた歩行者がコース車道に立ち入り
制止しようとしたスタッフと接触。
・歩道が過密になり、はみ出た歩行者とランナーが接触

横断禁止や横断の際のコントロール等
コーステープなど有効に活用ください

「歩行者横断中です」
等の声掛けを行う。

（１）歩行者等横断 ※信号を必ず守る
①横断歩道が複数ある交差点は、横断禁止の交差点を設定しています。
②トップランナー集団以外で、ランナーが密集していない場合は、
 ア) 横断可能な横断歩道の歩行者等の横断を可能とします。
 イ) 他のスタッフと連携し、横断者およびランナーの安全を確保しながら、横断をさせてください。
※コース沿道資料に、横断可能な横断歩道と横断休止にしている横断歩道を掲載しています。
※複数横断歩道がある交差点は、対応を1カ所に限定して横断対応してください。
③横断禁止の横断歩道や、そのほか走路への進入の恐れがある個所は、
 コーステープ等を使用して、進入を防いでください。
④コース上の自転車や電動付きキックボードの走行は禁止します。
 歩道にあげ、自転車から降車し押して歩くよう誘導してください。
⑤横断に際して、場合によっては、警備員が警笛を使用します。
⑥横断歩道以外で歩行者が横断しがちな道路は、
 コーステープやコーンバーなどを活用し、
横断歩道を使用するように誘導してください。

【歩行者対応・横断対応】

3 対応別注意事項

（３）救護班 【救護スタッフ・ＡＥＤ所持】
①救護ボランティアが救護スタッフとＡＥＤ所持スタッフを行い、このグループを「救護班」と呼びます。
②約450mに1台を基準に、AEDを配置します。
③ＡブロックのＡＥＤ機器は、国立競技場から救護スタッフが持っていきます。
 Ｂ～ＦブロックのＡＥＤ機器は、各集合場所に配送されるので受け取ってください。
④AED要請があった際は、速やかに移動し、AED操作を含む応急救護対応を行ってください。
⑤対応発生時の第一報はIP無線を使用し、全体に情報を共有するようにしてください。



５ ランナーストップ手順

（１）ランパス／ランナーストップ
本大会では、一部の交差点において、ランナーをう回させる「ランパス」、または
ランナーを一時停止させる「ランナーストップ」を実施し、歩行者等に横断していただきます。
◆交差点5 市谷八幡町(往復ともに) ランナーストップ
◆交差点6 神楽坂下（往路のみ） ランナーストップ
◆Ｆ-5 軽子坂下(車両も対応) ランパス
◆交差点2 四谷四丁目（復路のみ） ランパス
①交通規制中であっても、信号を必ず守ります。
②トップランナー集団以外で、ランナーが密集していない場合に行います。
③実施のタイミングは、競技審判員、エリア長が判断し、警備員と連携のうえ実施します。
④ランナーはかなりのスピードで走ってきます。
実施する際は、スタッフ間で連携し、可能な限り手前より声掛け周知します。

この先歩行者横断しています！
徐行（一時停止）してください！

【歩行者対応・横断対応】
※主に警備・案内スタッフが行います。横断の補助をお願いします。



6 給水所

（１）各数量 ※予定

給水所 種目 水2L
スポーツ
ドリンク2L

机

A-12 ①⑦絵画館前 ハーフ(往復)、３ｋｍ、１０ｋｍ(２周) 480本 480本 ３２台

C-6 ②新宿三丁目 ハーフ 150本 150本 １６台

D-5 ③合羽坂下 ハーフ 150本 150本 １６台

E-2 ④神楽坂 ハーフ 150本 150本 １６台

D-5 ⑤四谷坂町 ハーフ 150本 150本 １６台

C-6 ⑥新宿二丁目 ハーフ 150本 150本 １６台

フィニッシュ後 全種目 570本 なし １6台

（２）設営・準備
①物品確認 ※不足する場合、給水所②と⑥、③と⑤は相互に調整してください。
②水・スポーツドリンク納品受取
③設営準備(交通規制前)
 設営しやすいように歩道で荷解きします。歩行者等の妨げにならないように注意してください。
④設営(交通規制開始後)
交通規制の完了をよく確認してから作業開始してください。
設営位置は、審判員によく確認してください。

 ※車道１車線分以上は走路として確保。 ※ゴミ箱は、なるべく遠くにも配置してください。
⑤看板・スポンサーバナーの設置
※大塚製薬(株)バナーをスポーツドリンク給水テーブルに取り付けてください。

（３）給水
①コップにドリンクを入れてスタンバイ ※量はコップの１／2程度とします。
②養生べニア(プラダン)を使用して、コップを2段重ねに準備する等、
 より多くのコップを用意できるよう工夫してください。
③机ごとの減り状況に応じて供給調整してください。
④ゴミ箱の位置等、適宜声をかけ、ランナーがわかりやすいように案内してください。

（４）片付け撤収
①ゴミは以下に分別してまとめてください。
紙コップ／段ボール／ペットボトル本体／ペットボトルキャップとラベル
※位置の目印等で使用の布テープも、きれいに剥がしてください。
②一度開栓した飲料は下水廃棄し、路面はブラシと給水用の水を利用してきれいに清掃してください。
③資材は元の位置にまとめてください。
④大塚製薬(株)のテーブルカバー・のぼりセットは返却します。梱包材含めて元に戻してください。
※往路の給水の場合、ランナーが走っている復路を横断しない位置に撤収してください。

←ランナー走路

・ランナー走路側最前列は
ドリンクを取りやすいよう
間隔を空けて並べる
・ランナーが混んできたら
コップの間隔をつめていく
・後方から速やかに補給し
前列に並べる

今回より用品の手配及び管理については、事業者((株)セレスポ)に委託しており、
現地にて管理者を配置します。
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